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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部の先端部に、側視型の光学系を収納する光学系収納部と前記先端部の処置具導出
開口部側に起立する処置具起立台を収容する起立台収容部とが前記先端部の軸芯方向に直
交する位置に隣接して配設され、前記光学系は撮像ユニットとライトガイドを含む内視鏡
において、
　前記先端部は、
　前記光学系収納部に連通されたケーブル挿通路であって且つ前記撮像ユニットの信号ケ
ーブル及び前記ライトガイドが挿通されるケーブル挿通路と前記起立台収容部に連通され
た処置具挿通路とが形成された本体ブロックと、
　前記本体ブロックに着脱可能に装着され、前記本体ブロックに対して前記先端部の軸芯
方向にスライド自在な移動ブロックと、を有し、
　前記移動ブロックは前記先端部の外殻面の一部を構成する枠体を有し、
　前記枠体は前記起立台収容部側の側面が開放され、且つ前記枠体の前記処置具導出開口
部側の面である移動ブロック側上面には前記撮像ユニットの鏡筒と前記ライトガイドの口
金とをそれぞれ取り付ける取付孔が形成されている内視鏡。
【請求項２】
　前記本体ブロックは、
　前記光学系収納部と前記起立台収容部とを仕切る隔壁と、
　前記隔壁に連設されて前記光学系収納部の前記移動ブロック側上面に対向する底面を形
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成し、前記先端部の軸芯方向に直交する方向の断面形状がＵ字状の底面部と、を有する請
求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記移動ブロックと前記本体ブロックとのうち、何れか一方のブロックに第１のガイド
部が形成され、他方のブロックに前記第１のガイド部に係合して前記本体ブロックに対し
て前記移動ブロックをスライド可能とする第１の係合部が形成されている請求項２に記載
の内視鏡。
【請求項４】
　前記第１のガイド部又は前記第１の係合部は、前記本体ブロックの前記底面部における
前記隔壁とは反対側の端部に形成される請求項３に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記移動ブロックと前記本体ブロックとのうち、何れか一方のブロックに第２のガイド
部が形成され、他方のブロックに前記第２のガイド部に係合して前記本体ブロックに対し
て前記移動ブロックをスライド可能とする第２の係合部が形成されている請求項２から４
の何れか１項に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記第２のガイド部と前記第２の係合部とのうち、何れか一方は前記本体ブロックの前
記隔壁における前記処置具導出開口部側の位置である隔壁上部に形成され、他方は前記移
動ブロックの前記隔壁上部に対向する位置に形成されている請求項５に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記移動ブロックと前記本体ブロックとのうち、何れか一方のブロックに係合突起が形
成され、他方のブロックに前記係合突起に嵌合する係合孔が形成される請求項１から６の
何れか１項に記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記移動ブロックと前記本体ブロックとのうち、何れか一方のブロックにネジが設けら
れ、他方のブロックに前記ネジに螺合するネジ穴が形成される請求項１から７の何れか１
項に記載の内視鏡。
【請求項９】
　前記移動ブロックを前記本体ブロックに装着したときに前記移動ブロックと前記本体ブ
ロックとが接面する接面部分にはシール剤がコーティングされている請求項１から８の何
れか１項に記載の内視鏡。
【請求項１０】
　前記撮像ユニットの前記鏡筒を取り付ける前記取付孔には観察窓を有し、
　前記本体ブロックの前記処置具導出開口部側の面である本体ブロック側上面には、前記
観察窓を洗浄する送気送水ノズルが設けられ、前記移動ブロックを前記本体ブロックに装
着したときに前記移動ブロックの前記移動ブロック側上面と前記本体ブロックの前記本体
ブロック側上面とが接する接触ライン近傍に前記送気送水ノズルの先端面が位置する請求
項１から９の何れか１項に記載の内視鏡。
【請求項１１】
　前記先端部は、
　先端部本体と、
　前記先端部本体に着脱自在なキャップと、を有し、
　前記先端部本体が前記本体ブロックと前記移動ブロックとで構成される請求項１から１
０の何れか１項に記載の内視鏡。
【請求項１２】
　挿入部の先端部に、側視型の光学系を収納する光学系収納部と前記先端部の処置具導出
開口部側に起立する処置具起立台を収容する起立台収容部とが前記先端部の軸芯方向に直
交する位置に隣接して配設され、前記光学系は撮像ユニットとライトガイドを含み、前記
先端部は、前記光学系収納部に連通されたケーブル挿通路であって且つ前記撮像ユニット
の信号ケーブル及び前記ライトガイドが挿通されるケーブル挿通路と前記起立台収容部に



(3) JP 6704872 B2 2020.6.3

10

20

30

40

50

連通された処置具挿通路とが形成された本体ブロックと、前記本体ブロックに着脱可能に
装着され、前記本体ブロックに対して前記先端部の軸芯方向にスライド自在な移動ブロッ
クであって前記起立台収容部側の側面が開放されている移動ブロックと、を有する内視鏡
を用いて、前記先端部に前記撮像ユニット及び前記ライトガイドを取り付ける光学系の取
り付け方法であって、
　前記移動ブロックを前記本体ブロックから離間する方向にスライドさせて前記移動ブロ
ックの前記起立台収容部側を外部に露出させる露出工程と、
　前記撮像ユニットの鏡筒と前記ライトガイドの口金とをスライド後の前記移動ブロック
の先端近傍に位置させた状態で前記撮像ユニットの信号ケーブルとライトガイドとを前記
露出した部分から前記本体ブロックの前記ケーブル挿通路に挿入する挿入工程と、
　前記移動ブロックの前記処置具導出開口部側の面である移動ブロック上面に形成された
それぞれの取付孔に、前記撮像ユニットの鏡筒と前記ライトガイドの口金とを取り付ける
取り付け工程と、
　前記移動ブロックを前記本体ブロックに装着する方向にスライドさせて前記信号ケーブ
ルと前記ライトガイドとを前記ケーブル挿通路に押し込みながら前記移動ブロックの前記
起立台収容部側を密閉して前記撮像ユニットと前記ライトガイドを前記光学系収納部に収
納する収納工程と、
　前記移動ブロックと前記本体ブロックとを固定する固定工程と、を有する内視鏡におけ
る光学系の取り付け方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡及び内視鏡における光学系の取り付け方法に係り、特に挿入部の先端
部に、側視型の光学系を収納する光学系収納部と処置具起立台を収容する起立台収容部と
が隣接配置された内視鏡に光学系を取り付ける技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡では、操作部に設けられた処置具挿入口に各種の処置具を挿入し、先端部の上面
側に開口した処置具導出口から導出して処置及び検査に用いる。例えば十二指腸内視鏡で
はカテーテル等があり、超音波内視鏡では穿刺針等である。その他にも鉗子及びスネア等
の処置具が用いられる。このような処置具は、被検体内の所望の位置を処置及び検査する
ため先端部における導出方向を変える必要があり、このため先端部に形成された起立台収
容部に処置具及びガイドワイヤを起立させるための処置具起立台が設けられている。
【０００３】
　十二指腸内視鏡のような内視鏡では、挿入部の先端部に、側視型の光学系を収納する光
学系収納部と処置具起立台を収容する起立台収容部とが先端部の軸芯方向に直交する位置
に隣接して配置されている。
【０００４】
　内視鏡の先端部に側視型の光学系を取り付けるには、一般的に、先端部の側方に形成さ
れた取り付け用の開口部から撮像ユニットの信号ケーブルと照明用のライトガイドとの基
端側をケーブル挿通路に挿入しておき、光学系収納部の上面（先端部の上面）に形成され
た２個の取付孔に、撮像ユニットの鏡筒及びライトガイドの口金をそれぞれ取り付ける。
【０００５】
　しかし、内視鏡の先端部自体が元々小さく（太さは例えば５ｍｍ～１０ｍｍ）、その内
部に設けられる光学系収納部のスペースも小さい。
【０００６】
　さらには、上述のように、側視型の光学系を収納する光学系収納部と処置具起立台を収
容する起立台収容部とが隣接して配置されており、光学系収納部のスペースはますます小
さくなる。このように小さなスペースしかない光学系収納部を介して撮像ユニット及びラ
イトガイドを取付孔に取り付ける作業は困難性をともなう。
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【０００７】
　更に、信号ケーブルは複合多芯ケーブルで構成され、内視鏡の挿入部の全長にわたって
挿通されている。このため、挿入部の湾曲のたびに信号ケーブルが強く押し引きされ、撮
像ユニットの構成要素である基板との接続部から信号ケーブルが剥離及び断線する場合が
ある。
【０００８】
　この剥離及び断線の防止対策として、信号ケーブルの基板近傍のケーブル部分は接着剤
又は封止剤等の固着剤で固められており固着部分の可撓性が小さくなるため、撮像ユニッ
トの鏡筒を取付孔に取り付ける際に信号ケーブルを取り回すことが難しい。
【０００９】
　特に、側視型の光学系では、先端部の側方後側に観察視野を有するため、取付孔に対し
て撮像ユニットの鏡筒及びライトガイドの口金を従来の垂直方向の差し込みから斜め後方
に傾けて差し込まなくてはならない。このため、撮像ユニットを光学系収納部の適切な位
置にポジショニングする必要があるが、固着部分の可撓性が小さいと適切なポジショニン
グが難しくなる。
【００１０】
　ところで、特許文献１には、先端硬質部に複数本の電気ケーブルが接続されたアレイ状
の超音波振動子及び観察光学系がそれぞれ装着された超音波式内視鏡において、先端硬質
部における超音波振動子を保持する第１の保持体と、観察光学系を保持する第２の保持体
とをそれぞれ分割可能に連結したことが開示されている。これにより、内視鏡の湾曲動作
によって、観察光学系のライトガイド及びイメージガイド等の光学繊維束が破損した場合
でも、光学繊維束と一体的に固定されている高価な超音波振動子を交換しないで、光学繊
維束のみを交換できるので、修理時のコスト低下を図ることができるとされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開昭６２－２７５４３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　特許文献１のように、内視鏡の先端部を、超音波振動子を保持する第１の保持体と観察
光学系を保持する第２の保持体との２つの部材に分割可能にすることで、光学繊維束のみ
を交換できるかもしれない。しかしながら、先端部を分割可能にしても光学系を取付孔に
取り付ける際の撮像ユニット本体の破損及びライトガイドの断線等を防止することは難し
い。
【００１３】
　特に、信号ケーブルの基板近傍のケーブル部分が接着剤又は封止剤等の固着剤で固めら
れて固着部分の可撓性が小さい場合には、光学系を取付孔に取り付ける際の撮像ユニット
本体の破損及びライトガイドの断線等を防止することは一層難しい。
【００１４】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、先端部に撮像ユニット及びライトガ
イドを取り付ける際に撮像ユニットが破損したりライトガイドが断線したりすることを防
止することができる内視鏡及び内視鏡における光学系の取り付け方法を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の内視鏡は目的を達成するために、挿入部の先端部に、側視型の光学系を収納す
る光学系収納部と先端部の処置具導出開口部側に起立する処置具起立台を収容する起立台
収容部とが先端部の軸芯方向に直交する位置に隣接して配設され、光学系は撮像ユニット
とライトガイドを含む内視鏡において、先端部は、光学系収納部に連通されたケーブル挿
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通路と起立台収容部に連通された処置具挿通路とが形成された本体ブロックと、本体ブロ
ックに着脱可能に装着され、本体ブロックに対して先端部の軸芯方向にスライド自在な移
動ブロックと、を有し、移動ブロックは先端部の外殻面の一部を構成する枠体を有し、枠
体は起立台収容部側の側面が開放され、且つ枠体の処置具導出開口部側の面である移動ブ
ロック側上面には撮像ユニットの鏡筒とライトガイドの口金とをそれぞれ取り付ける取付
孔が形成されている。
【００１６】
　本発明の内視鏡によれば、撮像ユニットの鏡筒及びライトガイドの口金を取付孔に取り
付ける際に、信号ケーブル及びライトガイドを取り回し易くなる。したがって、撮像ユニ
ット及びライトガイドに無理な力が及ばないので、撮像ユニットが破損したりライトガイ
ドが断線したりする等の問題を防止することができる。
【００１７】
　本発明の別態様において、本体ブロックは、光学系収納部と起立台収容部とを仕切る隔
壁と、隔壁に連設されて光学系収納部の移動ブロック側上面に対向する底面を形成し、先
端部の軸芯方向に直交する方向の断面形状がＵ字状の底面部と、を有する。
【００１８】
　本発明の別態様において、移動ブロックと本体ブロックとのうち、何れか一方のブロッ
クに第１のガイド部が形成され、他方のブロックに第１のガイド部に係合して本体ブロッ
クに対して移動ブロックをスライド可能とする第１の係合部が形成されている。
【００１９】
　第１のガイド部又は第１の係合部は、本体ブロックの底面部における隔壁とは反対側の
端部に形成される態様をとることができる。
【００２０】
　本発明の別態様において、移動ブロックと本体ブロックとのうち、何れか一方のブロッ
クに第２のガイド部が形成され、他方のブロックに第２のガイド部に係合して本体ブロッ
クに対して移動ブロックをスライド可能とする第２の係合部が形成されている態様をとる
ことができる。
【００２１】
　第２のガイド部と第２の係合部とのうち、何れか一方は本体ブロックの隔壁における処
置具導出開口部側の位置である隔壁上部に形成され、他方は移動ブロックの隔壁上部に対
向する位置に形成されている態様をとることができる。
【００２２】
　本発明の別態様において、移動ブロックと本体ブロックとのうち、何れか一方のブロッ
クに係合突起が形成され、他方のブロックに係合突起に嵌合する係合孔が形成される態様
をとることができる。
【００２３】
　本発明の別態様において、移動ブロックと本体ブロックとのうち、何れか一方のブロッ
クにネジが設けられ、他方のブロックにネジに螺合するネジ穴が形成される態様をとるこ
とができる。
【００２４】
　本発明の別態様において、移動ブロックを本体ブロックに装着したときに移動ブロック
と本体ブロックとが接面する接面部分にはシール剤がコーティングされている態様をとる
ことができる。
【００２５】
　本発明の別態様において、撮像ユニットの鏡筒を取り付ける取付孔には観察窓を有し、
本体ブロックの処置具導出開口部側の面である本体ブロック側上面には、観察窓を洗浄す
る送気送水ノズルが設けられ、移動ブロックを本体ブロックに装着したときに移動ブロッ
クの移動ブロック側上面と本体ブロックの本体ブロック側上面とが接する接触ライン近傍
に送気送水ノズルの先端面が位置する態様をとることができる。
【００２６】
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　本発明の別態様において、先端部は、先端部本体と、先端部本体に着脱自在なキャップ
と、を有し、先端部本体が本体ブロックと移動ブロックとで構成される態様をとることが
できる。
【００２７】
　本発明の内視鏡における光学系の取り付け方法は目的を達成するために、挿入部の先端
部に、側視型の光学系を収納する光学系収納部と先端部の処置具導出開口部側に起立する
処置具起立台を収容する起立台収容部とが先端部の軸芯方向に直交する位置に隣接して配
設され、光学系は撮像ユニットとライトガイドを含み、先端部は、光学系収納部に連通さ
れたケーブル挿通路と起立台収容部に連通された処置具挿通路とが形成された本体ブロッ
クと、本体ブロックに着脱可能に装着され、本体ブロックに対して先端部の軸芯方向にス
ライド自在な移動ブロックと、を有する内視鏡を用いて、先端部に撮像ユニット及びライ
トガイドを取り付ける光学系の取り付け方法であって、移動ブロックを本体ブロックから
離間する方向にスライドさせて移動ブロックの起立台収容部側を外部に露出させる露出工
程と、撮像ユニットの鏡筒とライトガイドの口金とをスライド後の移動ブロックの先端近
傍に位置させた状態で撮像ユニットの信号ケーブルとライトガイドとを露出した部分から
本体ブロックのケーブル挿通路に挿入する挿入工程と、移動ブロックに形成されたそれぞ
れの取付孔に、撮像ユニットの鏡筒とライトガイドの口金とを取り付ける取り付け工程と
、移動ブロックを本体ブロックに装着する方向にスライドさせて信号ケーブルとライトガ
イドとをケーブル挿通路に押し込みながら移動ブロックの起立台収容部側を密閉して撮像
ユニットとライトガイドを光学系収納部に収納する収納工程と、移動ブロックと本体ブロ
ックとを固定する固定工程と、を有する。
【００２８】
　本発明の内視鏡における光学系の取り付け方法を行えば、先端部に撮像ユニット及びラ
イトガイドを取り付ける際に撮像ユニットが破損したりライトガイドが断線したりするこ
とを防止することができる。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明の内視鏡及び内視鏡における光学系の取り付け方法によれば、先端部に撮像ユニ
ット及びライトガイドを取り付ける際に撮像ユニットが破損したりライトガイドが断線し
たりすることを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】処置具起立台を備えた内視鏡及び周辺機器の全体構成図
【図２】側視型の撮像ユニットの一例を示す斜視図
【図３】側視型の内視鏡の先端部を拡大して示した斜視図
【図４】キャップを外した先端部を斜め上方から見た斜視図
【図５】先端部の分解斜視図
【図６】光学系を取り付ける前の移動ブロックを本体ブロックから取り外した斜視図
【図７】移動ブロックを説明する斜視図
【図８】先端部に光学系を取り付けるステップフロー図
【図９】ステップフローにおける挿入工程の斜視図
【図１０】挿入工程を移動ブロックの起立台収容部側から見た斜視図
【図１１】取り付け工程を移動ブロックの起立台収容部側から見た斜視図
【図１２】本発明の内視鏡と対比する対比例の内視鏡の先端部を説明する説明図
【図１３】対比例の内視鏡の先端部に光学系を取り付けている模式図
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、添付図面にしたがって本発明の内視鏡及び内視鏡における光学系の取り付け方法
の好ましい実施の形態について説明する。
【００３２】
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　本発明は以下の好ましい実施の形態により説明される。本発明の範囲を逸脱することな
く、多くの手法により変更を行うことができ、本実施の形態以外の他の実施の形態を利用
することができる。したがって、本発明の範囲内における全ての変更が特許請求の範囲に
含まれる。
【００３３】
　ここで、図中、同一の記号で示される部分は、同様の機能を有する同様の要素である。
また、本明細書中で、数値範囲を“　～　”を用いて表す場合は、“　～　”で示される
上限、下限の数値も数値範囲に含むものとする。
【００３４】
　［内視鏡］
　図１は本実施形態に係る内視鏡及び周辺機器の全体構成図である。
【００３５】
　図１に示すように、内視鏡１は、主として、患者（被検体）の体内に挿入される挿入部
２と、挿入部２の基端に連設され、内視鏡１の把持及び挿入部２の操作等に用いられる操
作部３と、で構成される。
【００３６】
　そして、内視鏡１は、ユニバーサルコード４を介して周辺機器であるプロセッサ装置１
５及び光源装置１９に接続され、プロセッサ装置１５とモニタ装置１７とが接続される。
【００３７】
　プロセッサ装置１５は、ユニバーサルコード４内に挿通されたケーブルを介して内視鏡
１に給電を行い、先端部７に設けられた撮像ユニット１６（図２参照）の駆動を制御する
とともに、撮像ユニット１６の信号ケーブル２１（図２参照）を介して伝送された撮像信
号を受信し、受信した撮像信号に各種信号処理を施して画像データに変換する。プロセッ
サ装置１５で変換された画像データは、プロセッサ装置１５にケーブル接続されたモニタ
装置１７のモニタ画面１７Ａに観察画像（内視鏡画像）として表示される。
【００３８】
　光源装置１９は、ユニバーサルコード４及び内視鏡１内に挿通されたライトガイド４３
（図９参照）を介して、撮像ユニット１６で撮像する際の照明光を先端部７に供給する。
【００３９】
　図２は、側視型の撮像ユニット１６の一例であり、鏡筒２５とプリズム（図示せず）と
固体撮像素子２７と基板２８と補強枠３２と封止剤３３（例えば、エポキシ系樹脂）と信
号ケーブル２１とケーブル固定部３５と保護チューブ３７等で構成される。固体撮像素子
２７としては、例えばＣＣＤ（charge-coupled-devices）又はＣＭＯＳ(complementary m
etal-oxide-semiconductor)等が使用される。
【００４０】
　信号ケーブル２１としては、多芯ケーブルが使用され、複数の素線３９とこれらを束ね
たシールド線（図示せず）と、これを覆う外皮４１とで構成され、複数の素線３９とシー
ルド線は基板２８にハンダ付けされる。複数の素線３９とシールド線は補強枠３２で囲ま
れ、補強枠３２の基板２８側の細くなった絞り部と信号ケーブル２１とが束糸（図示せず
）で巻回された後、接着剤で固着されて信号ケーブル２１と補強枠３２が一体化した糸巻
部が形成される。更に、補強枠３２内には封止剤３３が充填される。これにより、挿入部
２の湾曲のたびに信号ケーブル２１が強く押し引きされても、信号ケーブル２１が基板２
８から剥離し難くなる一方、基板２８近傍の信号ケーブル２１は可撓性が悪くなる。
【００４１】
　図１に示すように、内視鏡１の挿入部２は、基端から先端に向って順に連設される軟性
部５、湾曲部６、及び先端部７から構成される。軟性部５は、可撓性を有し、挿入部２の
挿入経路に沿って任意の方向に湾曲する。湾曲部６は、操作部３のアングルノブ８、９の
各々の操作により上下と左右の各々の方向に湾曲する。
【００４２】
　先端部７は、観察窓１８（図３参照）から体内の被観察部位を撮影してその撮影した画
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像を観察画像（内視鏡画像）としてユニバーサルコード４により接続されたプロセッサ装
置１５に送る観察部を有する。また、ユニバーサルコード４により接続された光源装置１
９から内視鏡１内部のライトガイド４３を通じて伝搬された照明光を照明窓２０から被観
察部位に照射する照明部などを備える。
【００４３】
　（先端部の構造）
　次に、先端部７の構造について説明する。
【００４４】
　なお、本実施の形態では、先端部７が先端部本体３０と、先端部本体３０に着脱自在な
キャップ２６とで構成されている場合で説明する。しかし、本発明は先端部７がキャップ
２６を有する場合に限定するものではなく、キャップ２６のない態様も含まれる。
【００４５】
　図３はキャップ２６を装着した状態での先端部７を拡大して示した斜視図であり、図４
はキャップ２６を先端部本体３０から外した斜視図である。また、図５は先端部７の分解
斜視図である。
【００４６】
　なお、以下の説明において、図５の方向を表す矢印に示すように、先端部７の長手軸Ｑ
（ＦＲ－ＲＥの軸）の方向（軸芯方向）であって先端側の位置を先端側ＦＲ（又は前側Ｆ
Ｒ）と言い、操作部３側の位置を基端側ＲＥ（又は後側ＲＥ）と言う。また、先端部７の
先端方向に向いて右手側の位置を右側ＲＩと言い、左手側の位置を左側ＬＥと言う。さら
に、ＦＲ－ＲＥの軸とＲＩ－ＬＥの軸とが交差する交差軸を含む面に対して直交する方向
を先端部７の上下方向とし、後記する処置具導出開口部２９側を上側ＵＰと言い、逆の側
を下側ＤＷという。
【００４７】
　図３から図５に示すように、先端部７は、先端部７内を複数の領域に区画すると共に各
種構成部品が一体的に組み付けられる先端部本体３０（先端硬質部ともいう）を有し、先
端部本体３０の外周部が着脱可能なキャップ２６（図５参照）により被覆される。
【００４８】
　先端部本体３０は、耐食性を有する金属材料等の剛性部材で形成され、キャップ２６は
弾性力のある材質、例えば弾性ゴムにより、先端側が閉塞した円筒形を基調とした形状に
形成される。
【００４９】
　図５に示すように、キャップ２６は、起立台収容部２２の上面側の開口部２９（処置具
導出開口部２９）の全体及び前面側の開口部３６の上側一部を開放する開口窓２６Ａと、
起立台収容部２２の下面側の開口部３８の全体及び前面側の開口部３６の下側一部とを閉
鎖する隔壁部２６Ｂとを有する。
【００５０】
　また、キャップ２６の基端には、径方向内向きに環状に突出する係合部（図示せず）が
形成されており、その係合部が先端部本体３０の外周部に形成された溝３１に係合するこ
とで、キャップ２６が先端部本体３０に装着される。
【００５１】
　先端部本体３０は、基端側の基端壁部２２Ｃと、基端壁部２２Ｃから先端側に向けて延
設され、互いに対向する左右一対の側壁部２２Ａ、２２Ｂとにより形成され、上から見た
ときにコ字形状に形成される。これによって、先端部７内において、右側の側壁部２２Ｂ
と左側の側壁部２２Ａとの間には、処置具起立台２４を収容する空間部である起立台収容
部２２が形成される。
【００５２】
　また、側壁部２２Ｂよりも右側には後述の起立レバー８４を収容する空間部である起立
レバー収容室４０が形成され、側壁部２２Ａよりも左側には上述の観察部及び照明部の構
成部品である撮像ユニット１６及びライトガイド４３（図１０参照）等を収容する空間部
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である光学系収納部４２が形成される。即ち、光学系収納部４２と起立台収容部２２とは
先端部７の軸芯方向（長手軸Ｑ方向）に対して直交する位置に隣接して配設される。
【００５３】
　なお、ここでいう隣接とは、間に何も存在しないことばかりでなく、後述するように光
学系収納部４２と起立台収容部２２との間に隔壁５１を設けた場合も含むものであり、先
端部７の一部が長手軸Ｑ方向に直交する同一断面に光学系収納部４２と起立台収容部２２
とを含む関係にあることを意味する。
【００５４】
　なお、起立レバー収容室４０及び光学系収納部４２は、不図示の保護板により被覆され
て気密性が保持される。
【００５５】
　先端部本体３０の一対の側壁部２２Ａ、２２Ｂのうち左側の側壁部２２Ａの上面には、
先端側から順に、照明窓２０が配置され、次に観察窓１８が配置され、最後に送気送水ノ
ズル２３が配置される。
【００５６】
　照明窓２０は、先端部７に搭載される照明部の構成要素であり、光源装置１９からの光
を伝搬するライトガイド４３の終端部に設けられた光出射部から出射された照明光を被観
察部位に照射する。
【００５７】
　観察窓１８は、長手軸Ｑに対して側方（長手軸Ｑに対して直交する方向）に存在する被
観察部位の画像を取得する観察部の構成要素であり、側方の被観察部位からの被写体光を
観察部の他の構成要素である撮像ユニット１６に取り込む。
【００５８】
　送気送水ノズル２３は、操作部３の送気送水ボタン１０（図１参照）の操作により観察
窓１８への送気と送水とを切り替可能に行う。また、挿入部２内において処置具挿通路１
４（図３参照）には吸引チャンネルが接続されており、操作部３の吸引ボタン１１（図１
参照）の操作により起立台収容部２２からの吸引が行われる。
【００５９】
　（起立台収容部及び処置具起立台）
　次に、起立台収容部２２、及び起立台収容部２２に設けられた処置具起立台２４につい
て説明する。
【００６０】
　図３から図５に示すように、処置具起立台２４は、ガイドワイヤ（図示せず）を案内す
る側の表面に、下部から先端部にかけて内側に窪んだ案内面Ｓを有する舌形状に形成され
る。即ち、処置具起立台２４は、幅方向中央位置に起立方向に沿った幅狭溝２４Ａが形成
された下部と、幅狭溝２４Ａが両側に向かって先広状に拡げられ再び先狭状に狭められた
幅広溝２４Ｂが形成された中央部と、幅広溝２４Ｂから連続して起立方向に沿って幅狭溝
２４Ｃが形成された先端部とで構成される。この幅狭溝２４Ａと幅広溝２４Ｂと幅狭溝２
４Ｃとにより、ガイドワイヤの案内面Ｓが形成され、幅広溝２４Ｂは処置具起立台２４の
幅方向断面が略逆台形立方体の形状に形成される。
【００６１】
　処置具起立台２４は、起立操作レバー１２（図１参照）の起立操作により、起立台収容
部２２に導かれた処置具（図示せず）又はガイドワイヤの進行方向を曲げて起立台収容部
２２の上面側の処置具導出開口部２９へと向かう方向に案内し、処置具導出開口部２９か
ら処置具又はガイドワイヤを導出させる。
【００６２】
　起立台収容部２２の基端壁部２２Ｃの下部には、処置具挿通路１４の出口が形成され、
挿入部２内を挿通する処置具挿通路１４を通じて操作部３の処置具導入口１３（図１参照
）に連通している。そして、処置具導入口１３から挿入された処置具又はガイドワイヤが
処置具挿通路１４を通じて起立台収容部２２に導かれる。
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【００６３】
　また、起立台収容部２２の基端壁部２２Ｃの上部には、処置具起立台２４を起立したと
きに、処置具起立台２４とでガイドワイヤを固定するガイドワイヤ固定部３４を備える。
【００６４】
　ガイドワイヤ固定部３４は、基端壁部２２Ｃの幅方向中央部から突出し、突出方向に先
細な凸部３４Ａで構成される。凸部３４Ａは、基端壁部２２Ｃを底面とした略台形立方体
の形状に形成される。即ち、略台形立方体の凸部３４Ａは、突出方向に先狭形状の水平な
上面３４Ａ１と、突出方向に交差するように傾斜した両側面３４Ａ２と、突出方向に湾曲
状に凹んだ下面３４Ａ３と、これら４つの面３４Ａ１、３４Ａ２、３４Ａ３が交わる四角
形状の先端面３４Ａ４とで構成される。先端面３４Ａ４は、丸みを帯びた四角形状である
ことが好ましい。そして、凸部３４Ａは、上述した処置具起立台２４の中央部に形成され
た略逆台形立方体形状の幅広溝２４Ｂに対応した形状に形成される。これにより、処置具
起立台２４を起立させてガイドワイヤ固定部３４の凸部３４Ａと処置具起立台２４の幅広
溝２４Ｂとを合わせたときに、幅広溝２４Ｂが凸部３４Ａを包み込むようになる。
【００６５】
　したがって、処置具導出開口部２９から導出されたガイドワイヤを、処置具起立台２４
の案内面Ｓに係止させた状態、処置具起立台２４を起立させると、処置具起立台２４の案
内面Ｓの幅広溝２４Ｂと、ガイドワイヤ固定部３４の凸部３４Ａとでガイドワイヤを挟み
込むことができる。これにより、ガイドワイヤを処置具起立台２４の幅方向センター部で
確実に固定することができる。また、ガイドワイヤを固定する位置が処置具の最大起立位
置になる。
【００６６】
　図５に示すように、起立台収容部２２は、先端部本体３０からキャップ２６が取り外さ
れた状態において、上面側の開口部分を開口部２９（処置具導出開口部２９）、前面側の
開口部分を開口部３６、下面側の開口部分を開口部３８として有し、それらの開口部２９
、３６、３８が連設されることにより上面から前面を通り下面まで延在して開口する。
【００６７】
　また、起立台収容部２２の右側に配置される側壁部２２Ｂの下端付近には、起立レバー
収容室４０から起立台収容部２２まで貫通する保持孔５０が形成され、その保持孔５０に
回転軸８２が回転自在に軸支される。
【００６８】
　なお、本実施の形態では、回転軸８２は、起立レバー８４と一体形成されて長板状に延
びる起立レバー８４の基端から延設され、一端を起立台起立機構である起立レバー８４に
固定される固定端とし、他端を自由端とした片持ち梁状に構成される。この回転軸８２と
回転軸８２の軸線に略垂直な方向に延びる起立レバー８４とを有する部材を駆動部材８０
というものとするが、回転軸８２と起立レバー８４とは別体であってもよい。
【００６９】
　また、回転軸８２と保持孔５０との間にはシール部材（図示せず）が配置され、起立台
収容部２２と起立レバー収容室４０とは相互に気体及び液体の浸入が防止されている。
【００７０】
　この回転軸８２の起立台収容部２２に突出する第１軸部９０は、処置具起立台２４の連
結部６４に形成された嵌合孔６６に嵌合されることにより処置具起立台２４と連結する。
【００７１】
　側壁部２２Ｂの右側には、保持孔５０を中心とした扇形状の空間部が起立レバー収容室
４０として形成される。この起立レバー収容室４０には、駆動部材８０の回転軸８２の保
持孔５０への挿入と共に、駆動部材８０の起立レバー８４が収容される。
【００７２】
　そして、起立レバー８４の先端には、連結具（図示せず）を介して操作ワイヤ（図示せ
ず）の先端部が連結される。操作ワイヤは、起立レバー収容室４０の壁面に開口したワイ
ヤ挿通孔４４（図５参照）から挿入部２内を挿通して操作部３の起立操作レバー１２に連
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結される。
【００７３】
　これにより、起立操作レバー１２の操作により操作ワイヤが押し引きされて起立レバー
８４が回転軸８２と共に回転する。そして、その回転軸８２の回転によって処置具起立台
２４が回転し、処置具起立台２４が起伏動作する。なお、回転軸８２を回転させる起立台
起立機構は起立レバー８４を操作ワイヤにより押し引きする本実施の形態のものに限らな
い。
【００７４】
　（先端部本体の分割構造）
　次に、先端部本体３０の分割構造について説明する。
【００７５】
　図６は、移動ブロック３０Ｂを本体ブロック３０Ａから取り外した斜視図である。図７
は本体ブロック３０Ａに対して離間する方向にスライドさせた移動ブロック３０Ｂを斜め
下方から見た斜視図である。
【００７６】
　なお、図６及び図７は、撮像ユニット１６及びライトガイド４３を取付孔５３、５４に
取り付ける前の状態で示している。
【００７７】
　図６及び図７に示すように、先端部本体３０は、光学系収納部４２に連通されたケーブ
ル挿通路４５、４７と起立台収容部２２に連通された処置具挿通路１４とが形成された本
体ブロック３０Ａと、本体ブロック３０Ａに着脱自在に装着され、本体ブロック３０Ａに
対して先端部７の軸芯方向（長手軸Ｑ方向）にスライド自在な移動ブロック３０Ｂとで構
成される。即ち、先端部本体３０は本体ブロック３０Ａと移動ブロック３０Ｂとに分割可
能な構造に形成される。この場合、本体ブロック３０Ａに形成されたケーブル挿通路４５
、４７の軸芯方向と移動ブロック３０Ｂのスライド方向とが同じ（平行関係）になるよう
に構成されることが好ましい。
【００７８】
　図６及び図７に示すように、ケーブル挿通路４５、４７のうち信号ケーブル２１のケー
ブル挿通路４５の挿通口４５Ａが光学系収納部４２の上部側に配置され、ライトガイド４
３のケーブル挿通路４７の挿通口４７Ａが光学系収納部４２の下部側に配置される。
【００７９】
　ここで、移動ブロック３０Ｂを本体ブロック３０Ａに着脱自在に装着されるとは、移動
ブロック３０Ｂを本体ブロック３０Ａから離間する方向にスライドさせたときに、移動ブ
ロックが本体ブロックから脱落する（外れる）ようにしてもよいことを意味する。
【００８０】
　図６に示すように、本体ブロック３０Ａは、先端部本体３０の基端壁部２２Ｃから観察
窓１８の近傍まで張り出された本体ブロック３０Ａ側の上面である基端側上面部４９と、
基端壁部２２Ｃから先端部本体３０の先端位置まで延設され、光学系収納部４２と起立台
収容部２２とを仕切る隔壁５１と、隔壁５１に連設されて光学系収納部４２の底面を形成
し、先端部７の軸芯方向に直交する方向（図５のＲＩ－ＬＥ方向）の断面形状がＵ字状の
底面部５２とを有する。底面部５２は、移動ブロック３０Ｂの後述する先端側上面部５６
（移動ブロック側上面）に対向して形成され、基端壁部２２Ｃから先端部本体３０の先端
位置近傍まで延設される。
【００８１】
　このように、光学系収納部４２に断面形状がＵ字状の底面部５２を形成することによっ
て、信号ケーブル２１とライトガイド４３のうち光学系収納部４２の下部側に配線される
ライトガイド４３の納まりがよくなる。これにより、光学系収納部４２の上部側に配線さ
れる信号ケーブル２１のポジショニングがし易くなる。
【００８２】
　また、上述した送気送水ノズル２３は、本体ブロック側上面である基端側上面部４９に
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設けられる。この場合、移動ブロック３０Ｂを本体ブロック３０Ａに装着したときに移動
ブロック３０Ｂの移動ブロック側上面である先端側上面部５６と本体ブロック３０Ａの本
体ブロック側上面である基端側上面部４９とが接する接触ラインＬ（図４参照）の近傍に
送気送水ノズル２３の先端面２３Ａが位置することが好ましい。これにより、送気送水ノ
ズル２３から噴出された洗浄水又はエアは接触ラインＬを飛び越えて噴出するので、接触
ラインＬに洗浄水又はエアが当たって水キレ性が悪くなることはない。
【００８３】
　ここで、水キレ性とは、送気送水ノズル２３による観察窓１８の洗浄において、送水に
よる洗浄性能及び送気による水滴除去性能のことを言う。
【００８４】
　また、図６及び図７に示すように、移動ブロック３０Ｂは、先端部７の外殻面の一部を
構成する枠体を有する。そして、枠体の起立台収容部２２側の側面が開放され且つ枠体の
処置具導出開口部２９側の面である上面に撮像ユニット１６の鏡筒２５とライトガイド４
３（図９参照）の口金４３Ａ（図９参照）とをそれぞれ取り付ける取付孔５３、５４が形
成されている。
【００８５】
　即ち、移動ブロック３０Ｂの枠体は、光学系収納部４２の先端面を形成する先端面部５
５と、先端面部５５から観察窓１８が終わる位置近傍まで張り出された先端側上面部５６
（移動ブロック側上面）と、起立台収容部２２の反対側に隔壁５１に対向して設けられた
側面部５７とで構成される。
【００８６】
　したがって、本体ブロック３０Ａの基端側上面部４９（本体ブロック側上面）と隔壁５
１と底面部５２と、移動ブロック３０Ｂの枠体を構成する先端面部５５と先端側上面部５
６（移動ブロック側上面）と側面部５７とで、上述した先端部本体３０の左側の側壁部２
２Ａが形成される。
【００８７】
　図６に示すように、本体ブロック３０Ａの断面形状がＵ字状に形成された底面部５２の
隔壁５１とは反対側の端部には、本体ブロック３０Ａに対する移動ブロック３０Ｂのスラ
イドをガイドする第１のガイド部５２Ａが形成される。また、図７に示すように、移動ブ
ロック３０Ｂの側面部５７の下端には、第１のガイド部５２Ａに係合する第１の係合部５
７Ａが形成される。
【００８８】
　なお、本体ブロック３０Ａに第１の係合部５７Ａを設け、移動ブロック３０Ｂに第１の
ガイド部５２Ａを設けることもできる。
【００８９】
　また、図６に示すように、隔壁５１上部には、本体ブロック３０Ａに対する移動ブロッ
ク３０Ｂのスライドをガイドする第２のガイド部５１Ａが形成され、図７に示すように、
移動ブロック３０Ｂの隔壁５１上部に対向する位置には、第２のガイド部５１Ａに係合す
る第２の係合部５６Ａが形成されている。
【００９０】
　なお、本体ブロック３０Ａに第２の係合部５６Ａを設け、移動ブロック３０Ｂに第２の
ガイド部５１Ａを設けることもできる。
【００９１】
　第１のガイド部５２Ａと第１の係合部５７Ａとの具体例、及び第２のガイド部５１Ａと
第２の係合部５６Ａとの具体例としては、例えば移動ブロック３０Ｂと本体ブロック３０
Ａとのうちの何れか一方のブロックにレール状の嵌合溝を形成し、他方のブロックに嵌合
溝に係合するレール状の嵌合突起を形成する方法を採用することができる。
【００９２】
　これにより、本体ブロック３０Ａに対する移動ブロック３０Ｂのスライドをスムーズに
行えるだけでなく、第１のガイド部５２Ａと第１の係合部５７Ａ及び第２のガイド部５１
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Ａと第２の係合部５６Ａとが係合することで移動ブロック３０Ｂを本体ブロック３０Ａに
装着したときの密封性も向上する。
【００９３】
　そして、移動ブロック３０Ｂを本体ブロック３０Ａから離間する方向にスライドさせた
ときには、移動ブロック３０Ｂの起立台収容部２２側が外部に露出される。また、移動ブ
ロック３０Ｂを本体ブロック３０Ａに装着する方向にスライドさせたときには、移動ブロ
ック３０Ｂの起立台収容部２２側が本体ブロック３０Ａの隔壁５１により密閉される。
【００９４】
　また、図６及び図７に示すように、移動ブロック３０Ｂと本体ブロック３０Ａとのうち
、何れか一方のブロックに係合突起５８が形成され、他方のブロックに係合突起５８に嵌
合する係合孔５９が形成される。
【００９５】
　なお、図６及び図７では、本体ブロック３０Ａに係合突起５８を形成し、移動ブロック
３０Ｂに係合孔５９を形成したが、本体ブロック３０Ａに係合孔５９を形成し、移動ブロ
ック３０Ｂに係合突起５８を形成してもよい。
【００９６】
　即ち、移動ブロック３０Ｂと本体ブロック３０Ａとのスライド方向の対向位置に、それ
ぞれ係合突起５８と係合孔５９とが形成され、移動ブロック３０Ｂを本体ブロック３０Ａ
に装着する方向にスライドさせたときに係合突起５８と係合孔５９とが嵌合する。これに
より、移動ブロック３０Ｂと本体ブロック３０Ａとにおいて、先端部７の軸芯方向に直交
する方向（図５のＲＩ－ＬＥ方向）のズレがないように移動ブロック３０Ｂを本体ブロッ
ク３０Ａに装着することができる。したがって、先端部本体３０の密封性を向上できる。
【００９７】
　また、図６及び図７に示すように、移動ブロック３０Ｂと本体ブロック３０Ａとのうち
、何れか一方のブロックにネジ６０が設けられ、他方のブロックにネジ６０に螺合するネ
ジ穴６１が形成される。図６及び図７では、本体ブロック３０Ａの隔壁５１の先端下部に
ネジ６０を挿入する貫通孔６２を形成して貫通孔６２にネジ６０を保持し、移動ブロック
３０Ｂの先端面部５５の下部に張り出した張り出し部５５Ａに雌ネジが刻設されたネジ穴
６１を形成するようにした。
【００９８】
　なお、本体ブロック３０Ａの隔壁にネジ穴６１を設け、移動ブロック３０Ｂにネジ６０
を挿入する貫通孔６２を形成して貫通孔６２にネジ６０を保持してもよい。
【００９９】
　これにより、先端部７を簡単に分解したり組み立てたりすることができるので、修理及
び部品の交換等の作業が容易になる。
【０１００】
　また、図示しないが、移動ブロック３０Ｂを本体ブロック３０Ａに装着したときに移動
ブロック３０Ｂと本体ブロック３０Ａとが接面する接面部分にはシール剤がコーティング
されている。これにより、先端部７が本体ブロック３０Ａと移動ブロック３０Ｂとに分割
される構造であっても、先端部７の水密性を確保できる。シール剤としては、例えば、エ
ポキシ樹脂又はエポキシアクリレート又はウレタンアクリレート又はシリコーン樹脂等が
挙げられる。
【０１０１】
　[内視鏡における光学系の取り付け方法]
　次に、上述の如く構成された内視鏡１において、先端部７の取付孔５３、５４に撮像ユ
ニット１６の鏡筒２５及びライトガイド４３の口金４３Ａを取り付ける方法を説明する。
【０１０２】
　図８は、取り付け方法のステップを示したステップフロー図である。
【０１０３】
　先ず、図７の矢印Ａで示すように、移動ブロック３０Ｂを本体ブロック３０Ａから離間
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する方向にスライドさせて移動ブロック３０Ｂの起立台収容部２２側を外部に露出させる
（露出工程：Ｓ１０）。
【０１０４】
　また、移動ブロック３０Ｂを本体ブロック３０Ａから離間する方向にスライドさせるこ
とで、本体ブロック３０Ａの光学系収納部４２側（図６参照）が外部に露出し、ケーブル
挿通路４５、４７の挿通口４５Ａ、４７Ａが外部に露出される。
【０１０５】
　次に、図９及び図１０に示すように、撮像ユニット１６の鏡筒２５とライトガイド４３
の口金とを、スライド後の移動ブロック３０Ｂの先端近傍に位置させた状態で撮像ユニッ
ト１６の信号ケーブル２１とライトガイド４３とを露出した部分から本体ブロック３０Ａ
のケーブル挿通路４５、４７に挿入する（挿入工程：Ｓ２０）。
【０１０６】
　次に、図１１に示すように、移動ブロック３０Ｂに形成されたそれぞれの取付孔５３、
５４に、撮像ユニット１６の鏡筒２５とライトガイド４３の口金４３Ａとを取り付ける（
取り付け工程：Ｓ３０）。
【０１０７】
　なお、図９～図１１では、図２で示した撮像ユニット１６の鏡筒２５以外の構成部材（
例えば基板２８等）は図示を省略している。
【０１０８】
　この取り付け工程において、撮像ユニット１６の鏡筒２５及びライトガイド４３の口金
４３Ａを取り付ける取付孔５３、５４を移動ブロック３０Ｂに形成したので、移動ブロッ
ク３０Ｂを本体ブロック３０Ａから離間する方向にスライドさせることで、取付孔５３、
５４とケーブル挿通路４５、４７の挿通口４５Ａ、４７Ａとの距離を長く確保することが
できる。更には、移動ブロック３０Ｂを本体ブロック３０Ａから離間する方向にスライド
させることで、移動ブロック３０Ｂの起立台収容部２２側が外部に露出される。
【０１０９】
　これにより、撮像ユニット１６の鏡筒２５及びライトガイド４３の口金４３Ａを取付孔
５３、５４に取り付ける際に、信号ケーブル２１及びライトガイド４３を取り回し易くな
る。したがって、撮像ユニット１６及びライトガイド４３に無理な力が及ばないように取
付孔５３、５４に取り付けることができるので、撮像ユニット１６が破損したりライトガ
イド４３が断線したりする等の従来の問題を防止できる。
【０１１０】
　ここで、本発明の内視鏡１と対比するために、図１２の対比例の内視鏡１００を用いて
撮像ユニット１６とライトガイド４３を取付孔５３、５４に取り付ける場合を説明する。
【０１１１】
　図１２の対比例の内視鏡１００は、先端部本体３０の起立台収容部２２側の側面部１０
２を着脱自在として光学系収納部４２を外部に露出できるように構成されているが、取付
孔５３、５４は先端部本体３０に設けられる。
【０１１２】
　図１３は、図１２の対比例の内視鏡１００の側面部１０２を先端部本体３０から取り外
して、撮像ユニット１６及びライトガイド４３を取付孔５３、５４に取り付けている模式
図である。
【０１１３】
　図１３に示すように、側視型の光学系では、先端部７の側方後側に観察視野を有するた
め、取付孔５３に対して撮像ユニット１６の鏡筒２５を垂直方向（先端部の軸芯方向に直
交する方向）に対して斜め後方に傾けた姿勢で差し込まなくてはならない。この姿勢を得
るには、撮像ユニット１６を図１３に示すようにポジショニング（以下、理想ポジショニ
ングという）する必要がある。
【０１１４】
　しかし、実際には、信号ケーブル２１をケーブル挿通路４５に挿通した状態において、
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撮像ユニット１６は、図１３の点線で示す向きのポジショニング（以下、実際ポジショニ
ングという）になる。この場合、ケーブル挿通路４５の挿通口４５Ａの開口径を大きくす
れば、撮像ユニット１６を理想ポジショニングにすることは可能であるが、光学系収納部
４２のスペースが狭く不可能である。
【０１１５】
　このため、撮像ユニット１６を実際ポジショニングから理想ポジショニングに変えて撮
像ユニット１６の姿勢を後方に傾け、鏡筒２５を取付孔５３に取り付ける必要がある。し
かし、撮像ユニット１６は、信号ケーブル２１の基板２８への接続部分に補強枠３２が当
てられ、且つ接着剤で固められており可撓性がない。また、取付孔５３とケーブル挿通路
４５の挿通口４５Ａとの距離が近く、信号ケーブル２１の取り回しが難しい。
【０１１６】
　これにより、撮像ユニット１６を実際ポジショニングから理想ポジショニングに無理や
り変えることになるので、撮像ユニット１６に無理な力がかかり、撮像ユニット１６の破
損が生じ易くなる。
【０１１７】
　ライトガイド４３の口金４３Ａの取付孔５４への取り付けは撮像ユニット１６ほどでは
ないが、同様の問題があり、ライトガイド４３の破断が生じ易い。
【０１１８】
　これに対して、本発明の内視鏡１では、信号ケーブル２１の基板２８への接続部分に補
強枠３２が当てられ、且つ接着剤で固められており可撓性がない場合でも、移動ブロック
３０Ｂを本体ブロック３０Ａから離間する方向にスライドさせることで、取付孔５３とケ
ーブル挿通路４５の挿通口４５Ａとの距離を長く確保することができる。これにより、撮
像ユニット１６を理想ポジショニングに容易にすることができるので、撮像ユニット１６
を取付孔５３に取り付ける際に撮像ユニット１６が破損等するのを防止できる。
【０１１９】
　更に、移動ブロック３０Ｂを本体ブロック３０Ａから離間する方向にスライドさせるこ
とで、移動ブロック３０Ｂの起立台収容部２２側が外部に露出される。これにより、撮像
ユニット１６の可撓性のない部分を露出部分から外部に引っ張り出した状態で撮像ユニッ
ト１６が理想ポジショニングをとれるように信号ケーブル２１を取り回すことができる。
これにより、撮像ユニット１６が理想ポジショニングをとる際に撮像ユニット１６に無理
な力がかからないので、撮像ユニット１６の破損を防止できる。
【０１２０】
　次に、図７の矢印Ｂに示すように、移動ブロック３０Ｂを本体ブロック３０Ａに装着す
る方向にスライドさせて信号ケーブル２１とライトガイド４３とをケーブル挿通路４５、
４７に押し込みながら移動ブロック３０Ｂの起立台収容部２２側を密閉して撮像ユニット
１６とライトガイド４３を光学系収納部４２に収納する（収納工程：Ｓ４０）。
【０１２１】
　この収納工程において、移動ブロック３０Ｂのスライド方向とケーブル挿通路４５、４
７の軸芯方向とが同じになるように構成されているので、信号ケーブル２１とライトガイ
ド４３とをケーブル挿通路４５、４７にスムーズに押し込むことができる。
【０１２２】
　次に、移動ブロック３０Ｂと本体ブロック３０Ａとをネジ６０で固定する（固定工程：
Ｓ５０）。
【０１２３】
　これにより、先端部７に撮像ユニット１６及びライトガイド４３を取り付ける作業が終
了する。したがって、本発明の内視鏡における光学系の取り付け方法を行えば、撮像ユニ
ット１６が破損したりライトガイド４３が断線したりすることを防止することができる。
【符号の説明】
【０１２４】
１…内視鏡
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２…挿入部
３…操作部
４…ユニバーサルコード
５…軟性部
６…湾曲部
７…先端部
８…アングルノブ
９…アングルノブ
１０…送気送水ボタン
１１…吸引ボタン
１２…起立操作レバー
１３…処置具導入口
１４…処置具挿通路
１５…プロセッサ装置
１６…撮像ユニット
１７…モニタ装置
１７Ａ…モニタ画面
１８…観察窓
１９…光源装置
２０…照明窓
２１…信号ケーブル
２２…起立台収容部
２２Ａ…側壁部
２２Ｂ…側壁部
２２Ｃ…基端壁部
２３…送気送水ノズル
２３Ａ…先端面
２４…処置具起立台
２４Ａ…幅狭溝
２４Ｂ…幅広溝
２４Ｃ…幅狭溝
２５…鏡筒
２６…キャップ
２６Ａ…開口窓
２６Ｂ…隔壁部
２７…固体撮像素子
２８…基板
２９…上面側の開口部（処置具導出開口部）
３０…先端部本体
３０Ａ…本体ブロック
３０Ｂ…移動ブロック
３１…溝
３２…補強枠
３３…封止剤
３４…ガイドワイヤ固定部
３４Ａ…凸部
３４Ａ１…上面
３４Ａ２…側面
３４Ａ３…下面
３４Ａ４…先端面
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３５…ケーブル固定部
３６…前面側の開口部
３７…保護チューブ
３８…下面側の開口部
３９…素線
４０…起立レバー収容室
４１…外皮
４２…光学系収納部
４３…ライトガイド
４３Ａ…口金
４４…ワイヤ挿通孔
４５…ケーブル挿通路
４５Ａ…挿通口
４７…ケーブル挿通路
４７Ａ…挿通口
４９…基端側上面部（本体ブロック側上面）
５０…保持孔
５１…隔壁
５１Ａ…第２のガイド部
５２…底面部
５２Ａ…第１のガイド部
５３…取付孔
５４…取付孔
５５…先端面部
５５Ａ…張り出し部
５６…先端側上面部（移動ブロック側の上面）
５６Ａ…第２の係合部
５７…側面部
５７Ａ…第１の係合部
５８…係合突起
５９…係合孔
６０…ネジ
６１…ネジ穴
６２…貫通孔
６４…連結部
６６…嵌合孔
８０…駆動部材
８２…回転軸
８４…起立レバー
９０…第１軸部
１００…内視鏡
１０２…側面部
Ａ…矢印
Ｂ…矢印
ＤＷ…下側
ＦＲ…先端側（前側）
Ｌ…接触ライン
ＬＥ…左側
Ｑ…長手軸
ＲＥ…基端側（後側）
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ＲＩ…右側
Ｓ…案内面
ＵＰ…上側
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